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成果の概要 
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学会の概要 

今回私が参加したのはロンドンで開催された EULAR(the European league against 
rheumatism)の 2016年年次集会である。この学会は世界で最も大きなリウマチ学の学術集会
の 1つであり、6/8～6/11の 4日間の会期中に 100以上の国から 14000人を越す参加者が集ま
り、34のテーマに分かれた演題もポスター、口演あわせて 2000以上と非常に活況を呈してい
ていた。また、研究成果の発表以外にも症例の検討を行うものやライブセミナーなど多様なセ

ッションがあり、参加者の教育という側面も持ち合わせた学会である。 
 

発表の概要 
今回の私の演題は ’ Association of IL-12p40 and IL-12p70 with pathophysiology of 

Takayasu Arteritis’であった。高安動脈炎は若年女性に多い大血管炎でその病態は明らかにな
っていない。以前、我々は高安動脈炎において炎症性サイトカインの構成蛋白である IL-12p40
をコードする遺伝子である IL12B領域内の SNPが高安動脈炎と関連することを示した。しか
し、IL-12p40の高安動脈炎における病的意義は明らかになっておらず、IL-12p40をサブユニ
ットとしてもつ IL-12p70 についても一貫した見解がなかった。そこで、われわれは今回
IL-12p40 や IL-12p70 の高安動脈炎における意義を明確とすることを目的として血漿中や培
養上清中のサイトカイン測定を行い、高安動脈炎患者では IL-12p40、IL-12p70の濃度が上昇
していること、およびその濃度の違いには SNP の違いが関与している可能性があることを見
いだし、それについて口演した。 

EULARの年次集会は毎年明確なテーマは設けていないが、今学会は全体を通して大血管炎
のセッションが多く配されている印象があり、注目テーマの 1つなのではないかと感じた。そ
のおかげか多くの方が発表を聞きに来てくださり、多数の質問も受け非常に活発な発表となっ

た。 
 

今回の発表による収穫 
まず一番の収穫は多くの研究者に自説を紹介することができ、ディスカッションをするチャ

ンスが増えたことである。たとえば口演後、NIH で同様のサイトカインの研究を行っている

研究者の方が話をしに来てくださり、アメリカでは高安動脈炎の IL-12p40 や IL-12p70 には
差を認めなかったことを教えてくださった。さらに、SNP によって産生量が違うのであれば
遺伝的バックグラウンドによる違いで説明が可能で日本人に高安動脈炎が多いことの説明に

もなるかもしれないという点にまでディスカッションを進め、今後の研究方針についての参考

となった。また、ポスター発表の会場で質問をした方がたまたま私の口演を聞いてくださって

おり、疑問点をその場で聞いてくださってディスカッションが出来たりもして知見が大いに広



がった。 
また、世界各国から参加者が集まるため地域ごとによる違いを知ることができたのも収穫で

あった。私がテーマとしている高安動脈炎は発症に地域差があり東アジアに多いことが知られ

ているが、インドやウクライナの研究者と話をしたところそれらの国々と日本とでは罹患しや

すい血管部位や性比が違っていた。遺伝的背景や環境要因による病態の違いを反映している可

能性があり、個人的には非常に興味深かった。 
最後に、今回の口演では事前に原稿を作って発表しており、発表そのものはあまり滞りなく

進めることが出来た。しかし、質疑応答では質問者の英語が聞き取れなかったり意図が理解で

きなかったり、あるいは自分の回答したいことが英語で表現できなかったりと自分の英会話の

レベルが低い事を痛感した。自分の英語能力をもっと鍛える必要があることが分かった点も大

きな収穫であった。 
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